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厚
狭
干
拓
中
地
区
の

入
植
者
募
集

既
に
新
聞
紙
半
俗
で
御
承
知
の

こ
と
で
し
よ
う
が
、
厚
狭
地
区
の

干
拓
事
栗
が
一
応
完
成
し
、
三
十

六
年
度
よ
り
、
左
記
要
領
に
よ
っ

て
入
植
募
集
を
さ
れ
ま
す
。
農
家

の
二
男
三
男
等
で
入
植
都
望
者
が

あ
れ
ば
、
二
月
十
日
（
必
肴
）
迄

に
長
門
市
役
所
農
務
係
又
は
長
門

市
農
業
委
員
会
に
巾
込
ん
で
下
さ

い
。

記

○

分

集

要

領

イ
、
所
在
地
　

小
野
田
市

口
、
位
置
　
　

山
陽
本
線
小
野

田
駅
か
ら
南
幽

こ
粁
、
有
帆

川
と
厚
狭
川
に
拈
ま
れ
、
小

野
田
市
黒
葉
山
旧
干
拓
地
に

接
す
る
南
万
海
岸
地
帯

ハ
、
募
集
戸
数
　

三
〇
戸

二
、

匸［
一一
当
り
耕
地
配
分
計
画

一
町
八
反

＾
水
田
　

一
町
Ξ
反

内
訳
　

畑
地
　
　
　

五
反

宅
に儿
　
　
　

三
印

計
　

一
町
へ
反
三
畝

ホ
、
匸
尸
剽
ぐ
り
基
本
家
畜

乳
牛
　
二
頭

鶏
　
五
十
羽

へ
、
一
戸
当
り
資
本
整
備
計
画

建
物
　
住
宅
　
一
二
坪

サ
イ
ロ
、
四
基
堆
肥
舎
五
坪

畜
舎
共
同
利
用

卜
、
応
募
者
の
資
格
条
件

①
酪
農
を
取
入
れ
た
営
農
方

式
に
よ
る
営
農
意
欲
旺
盛

な
年
令
満
二
〇
才
以
上
で

稼
働
力
は
原
期
と
し
て
、

夫
婦
を
基
幹
と
し
た
家
族

構
成
で
労
力
換
算
人
員
が

一
、
八
人
以
上
で
あ
る
こ

と
を
条
件
と
す
る
。

⑧
農
業
経
験
年
数
五
年
以
上

で
入
植
の
際
必
要
な
資
材

（
農
機
具
、
役
畜
類
等
）

又
は
購
入
資
金
及
び
住
宅

営
農
等
の
建
設
資
金
、
そ

の
他
工
事
費
負
担
金
等
（

約
五
十
三
万
円
）
を
準
備

携
行
で
き
る
者
と
す
る
。

③
尚
詳
細
は
市
役
所
農
務
係

又
は
農
業
委
員
会
に
御
相

談
下
さ
い
。

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

35年度建設
一
、
住
宅
建
設
場
所
等

‘
イ
、
仙
崎
小
浜

木
造
二
種
住
宅
九

坪
、
四
戸

口
、
西
深
川
板
持

簡
易
耐
火
構
造
二

階
建
一
種
住
宅

約
一
三
坪
　
一
棟
六
戸
建

ハ
、
西
深
川
板
持
　
簡
易
耐
火

構
造
二
階
建
二
種
住
宅

約
十
坪
　
一
棟
六
戸
建

二
、
家
賃
（
予
定
）

イ
、
千
九
百
円
一
二
千
二
百
円

口
、
二
千
五
百
円
一
三
千
円

ハ
、
二
千
円
一
二
子
四
百
円

三
、
入
居
資
格

①
．印
内
に
住
詞
又
は
勤
杤
場
閇

を
有
す
る
も
の

②
現

に
同
召

し
又

は
同

居
し
よ

う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

③
毎
月
政
令
で
定

め
る
基

準
の

収
入

（
一
種
三
方
二
千
円
以

下

、
二

種
一
万

六
千
円

以
下

）
が
あ
っ
て
独
立
の
生
計
を

営
み
家
賃
及

び
敷
金
（
家

賃

の
三
ヶ
月
分

）
を
支
拡

う
能

力
を
有
す
る
も
の

④
現

に
住

宅

に
困
っ
て
い
る
こ

と

が
明
ら
か

な
も

の
で

あ
る

四

、
申

込
方
法

市
役
所
総
務
課
管
財
係
又
は
各

支
所
川
り
の
人
居
申
込
ヴ
？
捉

出
^
 
.
０
　
Ｋ
（
源
泉
徴
収
票

、
月
収
説
明
書
を
添
付
）

五
、
申
込
期
限

二
月
十
五
日
ま
で
（
期
限
経
過

後
は
受
付
け
ま
せ
ん
）

六
、
選
考
方
法

長
門
市
営
住
宅
管
理
条
例
第
七

条
に
よ
る

七
、
入
居
の
時
期
（
予
定
）

イ
、
二
月
下
旬
ー
三
月
上
旬

Ｊ
、
及
び
ハ
、
四
月
上
旬

な
お
、
不
明
な
点
は
市
役
所
総
務

課
管
財
係
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い

市
内
縦
走
駅
伝

２
月
1
1
日
に
開
く

第 ７ 回

第
七
回
長
門
市
内
縦
走

駅
伝
は
仙
崎
大
泊
渡
船
場

を
ス
タ
ー
ト
し
俵
山
湯
町

を
ゴ
ー
ル
す
る
二
〇
、
六
粁
を
五

区
間
に
わ
け
今
年
度
の
優
勝
を
競

い
ま
す
。

日
時
、
２
月
1
1日
（
土
曜
日
）

午
後
１
時
4
5
分
出
発

参
加
チ
ー
ム

部
落
、
職
場
、
中
学
（
三
年

を
除
く
）
の
合
計
約
二
十
チ

ー
ム

コ
ー
ス
と
到
着
予
定
時
刻

一
区
　
　（
三
、
六
キ
ロ
）

大
泊
渡
船
場
ー
市
役
所
前

到
着
予
定
時
刻
　
１
時
5
7分

二
区
　
　（
五
、
一
キ
ロ
）

市
役
所
前
ー
湯
本
観
光
ホ
テ
ル

前到
着
予
定
時
刻
　
２
時
1
8分

三
区
　
（
五
、
四
キ
ロ
）

湯
本
観
光
ホ
テ
ル
前
ー
小
原
山

電
停
留
所

到
着
予
定
時
刻
　
２
時
4
0
分

四
区
　
（
三
、
五
キ
ロ
）

小
原
山
電
停
留
所
ー
田
中
山
電

停
留
所

到
着
予
定
時
刻
　
２
時
5
2分

五
区
　
（
二
、
九
キ
ロ
）

田
中
山
電
停
留
所
ー
俵
山
温
泉

入
口

到
着
予
定
時
刻
　
３
時
1
0分

な
お
、
中
学
校
の
部
は
三
区
に
三

谷
中
断
所
を
設
け
る
。

所
得
税
確
定

申
告
と
納
税

税務署
だ よ り

昭
和
3
5年
分
所

得
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
２
月
1
6

日
か
ら
３
月
1
5日

ま
で
で
あ
り
ま
す

期
限
内
に
申
告

と
納
税
を
し
な
け
れ
ば
各
種
控
除

の
恩
典
が
な
く
そ
の
上
加
算
税
、

利
子
税
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

正
し
い
申
告
と
納
期
限
内
の
納

付
を
す
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
よ

国
民
年
金
標
語
を
募
集

（
内
容
）

現
在
、
拠
出
制
年
金
加
入
の
受

付
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度

は
、
い
ま
ま
で
年
金
制
度
に
加
入

で
き
な
か
っ
た
、
農
、
漁
民
、
商

人
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
を
対
象
と

し
た
も
の
で
す
。

そ
の
趣
旨
は
、
老
令
、
障
害
、

生
計
中
心
苔
の
死
亡
な
ど
の
た
め

に
収
人
の
道
を
た
た
れ
、
暗
い
貧

之
な
生
辰
に
沈
ん
で
い
く
こ
と
を

、
国
民
共
同
で
連
帯
し
て
防
ぎ
、

国
民
一
人
の
こ
ら
ず
、
明
る
い
生

活
、
ゆ
た
か
な
老
後
が
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
、
加
入
促
進
を

う
た
つ
た
標
語
、
保
険
料
納
入
意

慾
を
喚
起
て
る
標
語
、
あ
る
い
は

両
方
を
加
味
し
た
標
語
、
い
ず
れ

も
明
る
い
建
設
的
な
内
容
の
も
の

を
望
み
ま
す
。

（
応
募
規
定
）

①
応
鉛
資
陷
は
問
い
ま
せ
ん
が
。

県
内
に
住
居
を
有
す
る
も
の

②
応
募
は
官
製
ハ
ガ
キ
を
使
用
し

、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
年
令

を
明
記
す
る
こ
と
。
（
（
ガ
キ

一
枚
に
一
題
と
す
る
こ
と
、
）

（
応
募
メ
切
り
）

昭
和
3
6年
２
月
1
0日

（
賞
金
）

一
等
　
三
千
円

二
等
　
二
千
円

三
等
　
一
千
円

佳
作
　
五
百
円

（
送
り
先
）

山
口
市
巌
島

山
口
県
労
働
民
生
部
国
民
年
金
課


	page1

